
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 応募資格 応募者の制限はありません。 

 ■ 応募方法 ハガキ又は電子メールにより ①作品(愛称) ②作品の読み方 ③簡単な説明 ④住所 ⑤氏名(ふりがな) 

        ⑥年齢 ⑦電話番号( メールアドレス ) ⑧職 業( 又は学校名・学年 ) を記入のうえ，応募してください。 

 ■ 作  品 覚えやすく親しみやすいものにしてください。 

 ■ 応募作品 自作で未発表のものに限ります。( 応募1 件につき 1 作品とします。) 

 ■ 応募締切 平成 17 年 12 月 2６日(月) ※当日の消印有効 

 ■ 賞    最優秀賞(1 点) : 賞金５万円,  優秀賞(3 点) : 賞金 2 万円 

        ※ただし，最優秀賞及び優秀賞とも同一作品があった場合は抽選とします。 なお，中学生以下の受賞者に 

         は，賞金相当の図書券とします。 

 ■ 応募のあて先 

   ◆ハガキ 〒604-8091 

    京都市中京区寺町通御池下る下本能寺前町500-1 中信御池ビル７階  京都御池中学校・複合施設建設室 行 

   ◆電子メール ( 件名は，「愛称募集」としてください。) メールアドレス：o i k e － f u k u g o ＠ e d u ．c i t y ．k y o t o．j p  

 ■ そ の 他 最優秀作品は，京都市の発行する刊行物，物品等に使用します。 なお，入賞作品の著作権は京都市に帰属し 

        ます。 

【愛称の募集】 
 

 京都市では，子どもたちが学び，小さな子どもから高齢

者まで，障害のある人もない人も，ともに集う「子どもた

ちが学び 多世代が交流・共生する人づくり・まちづくりの

拠点」をコンセプトに,京都のシンボルロードである御池通

に面する元柳池中学校跡地( 中京区柳馬場通御池上る虎石

町45-3 )において，「京都御池中学校」「御池保育所」「御

池老人デイサービスセンター・御池在宅介護支援センター」 

「賑わい施設( 3 つの商業店舗 )」「観光トイレ」「拠点備蓄

倉庫 ( 災害応急用物資備蓄倉庫 )」などを複合化した京都

御池中学校・複合施設の建設を進めています。 

 これらの施設が，広く市民の皆様に愛される施設となる

よう「愛称」を募集します。 

 

■ 応募の詳細については，裏面「応募 

  要領」をご参照ください。 

■ お問合せ先 

  京都市教育委員会京都御池中学校・ 

  複合施設建設室 

   電話  075-213-1019 

   Ｆａｘ 075-213-1266 

■ 京都御池中学校・複合施設建設室H.P. 

 http://www.edu.city.kyoto.jp/oike-fukugo/ 

 

※ 京都市は，京都御池中学校・複合施設 

  の設計・建設，維持管理等を行う事業 

  を「民間資金等の活用による公共施設 

  等の整備等の促進に関する法律 ( PF 

  I 法 )」に基づいて実施しています。 

－伝統と創生のまち京都から 全国初の新しい 

人づくり・まちづくりのモデルを発信－ 

【施設の概要：地上７階，地下1 階 延床面積 約20,000 ㎡】 

■ 人にやさしい施設 

  地域と歩む開かれた学校づくりのもと，中学生が確かな学力と豊かな心と

生きる力を育む京都御池中学校，地域の子育て支援の御池保育所，高齢者福

祉施設の御池老人デイサービスセンター，御池在宅介護支援センターなどを

複合した教育と福祉の拠点としています。 

■ 御池通シンボルロードのにぎわいを創出 

  御池通に面した建物の1 階には，「イタリアンレストラン」「イタリアン

セレクトショップ」「ベーカリーカフェ」の３つの商業店舗が出店し，にぎ

わいの創出，障害のある子どもの長期職場体験での活用や雇用の取組を進め

ていきます。また，時代祭や祇園祭の巡行の際には，観光客も利用する観光

トイレを設けます。 

■ 安心・安全な施設 

  耐震性に優れた建物と災害応急用物資備蓄倉庫や防災井戸の設置など地

域の災害時の避難施設ともなります。 
■ 環境にやさしい施設 

  井戸水・雨水の活用，再生資材の使用による環境負荷の低減，太陽光・風力発電

装置の設置と活用，次世代エネルギーである燃料電池を全国に先駆けて導入する

など，子どもから大人までが，環境を学びあえる施設としています。 
 

子どもたちが学び 多世代が交流・共生する 

人づくり・まちづくりの拠点 

敷地の南東側からみた完成予想図 


